	2009年度東京西地区大学図書館協議会　
ミニセミナーの利用向上策に関するアンケート集計結果
（１）この５年間の入館者数や貸出冊数は？またその原因は何だと思いますか？
●かなり増加した（東京女子大・桐朋学園大・創価大・日本獣医生命科学大・武蔵野大）
・マイライフ・マイライブラリーの取り組み（東京女子大）
・学習するための場としての図書館利用が増えている(東京農工大・桐朋学園大)
・利用者のニーズに対応して、目録を充実させた（桐朋学園大）
・検索画面上から操作の確認ができるような形でヘルプを追加（桐朋学園大）
・音楽大学における学生や教員が必要とする楽譜・録音資料の所蔵がふえた（桐朋学園大）
・教員が授業のなかで図書館資料の利用を必須とするような課題を出題することにより、授業と関連した利用が増加（桐朋学園大）
・図書の種類を増やし、効果的な配架をした（創価大）
・学生の意見を聴く「学生図書委員会」効果（創価大）
・図書利用について、IT化を基本とした（創価大）
・毎年30項目の改善・改革が理解された（創価大）
・図書館新設（日本獣医生命科学大）
・サービス・利用教育の充実、企画展示による貸出促進等（武蔵野大）
●ある程度増加した(東京農工大・和光大・津田塾大・杏林大)
・開館時間の延長(東京農工大・杏林大)
・複数の学科の1,2年次必修科目用の図書と専用書架の増設（津田塾大）
・書庫利用時間、貸出終了時間を延長したこと（津田塾大）
・閲覧席が増加（津田塾大）
・図書館内にメディアサロンが移設されたため（和光大）
・EJの導入（杏林大）

・ＩＬＬ申込がMy Libraryからできる（杏林大）
・リンクリゾルバの導入による電子リソースへのナビゲート改善（杏林大）
・日祝開館の実施（杏林大）
・看護学科移転によって、看護関係の資料が充実し、キャンパス内の学生利用が増加（杏林大）
●あまり変わらない(電気通信大・駒沢女子大・法政大・亜細亜大・東京薬科大・東京外大)
●少し減った（国立音大・嘉悦大・ICU・東京純心女子大・ルーテル学院大・学芸大）
・学生数の減少。（国立音大・中央大・東京純心女子大・ルーテル学院大・東京家政学院大）
・楽曲配信サービスやオンラインデータベースの提供、インターネットの普及（国立音大・電気通信大・ICU・中央大・杏林大）
・ガイダンス機会の減少（嘉悦大）
・ウェブサービスの浸透などで来館しなくてもサービスや情報にアクセスできる環境の進化による（学芸大）
●かなり減った（中央大・多摩大・東京家政学院大）
・カリキュラムの変更と図書より論文携帯の利用が多くなったため（多摩大）
（２）利用者の満足度を高めようという意識を、図書館員全員が共有化していると思いますか？
●共有している（国立音大・嘉悦大・東京農工大・ICU・東京女子大・東京純心女子大・駒沢女子大・ルーテル学院大・和光大・東京外大・法政大・亜細亜大・創価大・杏林大・多摩大・桐朋学園大・東京薬科大・日本獣医生命科学大・津田塾大・東京家政学院大・武蔵野大）
●どちらともいえない（中央大・学芸大））
●共有していない（電気通信大）
（３）利用者の満足度を高めるための施策を何か行いましたか？
●行った（国立音大・嘉悦大・電気通信大・東京農工大・ICU・東京女子大・東京純心女子大・駒沢女子大・ルーテル学院大・和光大・東京外大・法政大・亜細亜大・創価大・杏林大・多摩大・桐朋学園大・日本獣医生命科学大生命科学大・津田塾大・東京家政学院芸大・武蔵野大）
●どちらともいえない（中央大）
●行わなかった（東京薬科大）
 以下(5)～(14)の設問は、(4)で「行った」と回答された図書館に伺います。※上限５つまで記入
（４）利用者サービスで改善したこと
・開館時間および貸出受付時間を延長（国立音大・東京農工大・電気通信大・和光大・杏林大・津田塾大・学芸大）
・指定図書コーナーを廃止し一般書に混配することで利用しやすくなった（電気通信大）
・OPACニューアルと新機能追加（検索項目の追加、OPAC端末から資料の請求・予約など）（国立音大・ICU・東京外大）
・読書ラリー、コメント大賞日曜開館の開催（嘉悦大・東京農工大・東京家政学院大）
・文房具置場の設置（電気通信大）
・掲示の工夫（東京純心女子大）
・督促メールの送信（ICU）
・情報収集から情報発信(レポート作成等)までが図書館でできるようPC環境を整備（東京女子大）
・CNNニュースを留学生向け及び語学学習用に常時放映開始（電気通信大）
・ナショナルジオグラフィック等５チャンネルを日替わりで放映(電気通信大)
・身障者雇用制度を活用し、日常的に図書及び書架の清掃（電気通信大）
・土日開館スペースの拡大（東京農工大・東京外大・亜細亜大）
・インターネットフロア利用相談員の配置(東京農工大)
・文献複写料金の改定・教員文献複写のサービスの向上（和光大）
・返却日事前通知メールの開始（東京外大）
・課金印刷サービス（駒沢女子大）
・図書館の使い方フローの配布（駒沢女子大）
・広報誌の貼りだし（駒沢女子大）　
・学習アドバイザー（法政大）
・入館ゲート及び図書のIC化（本年3月対応）（創価大）
・見学者受付の簡素化（創価大）
・「今日の一書」「今日のことば」のインターネット公開（創価大）
・図書のテーマ展示（創価大）
・グループ学習室利用のオンライン申請（創価大）
・医学図書館所蔵の資料の複写MyLibrary経由で依頼可能（杏林大）
・自動貸出装置を導入した（津田塾大）
・学生にアンケートをとり、文庫本を購入（東京家政学院大）
・語学系教員による外国語お絵本展の開催（東京家政学院大）
・教員と学生がコレクションを使って展示、館内で季節感を出す飾りつけ（東京家政学院大）
・貸出延長手続きの簡素化（武蔵野大）
・オンラインジャーナル・データベースへの学外からのアクセス開始（武蔵野大）
（５）利用サービスの制度面で改善したこと
・学外者が簡単な手続きで閲覧できるようにした(電気通信大)
・学生による学生の支援を行う学生協働サポート体制の整備（東京女子大）
・頻繁に利用する学外者に利用証の発行（電気通信大）
・日曜開館の開始（東京農工大・杏林大・日本獣医生命科学大生命科学大）
・CDの貸出期間を変更（本学学生のみ）（1泊2日⇒1週間）（国立音大）
・卒業・修了予定者に、3月開館最終週に卒業生登録を受付（春休み貸出対応）（国立音大）
・学生：文献複写・現物貸借の代金の補助（嘉悦大）
・教員：NIIのILL料金相殺サービスへの参加（嘉悦大）
・公共図書館との協力貸出開始（和光大）
・夏・冬休暇期間中の貸出冊数（倍増）増加の実施（駒沢女子大・和光大）
・貸出協定機関との直接貸出サービスの開始（東京外大）
・最長延滞罰則期間の短縮（東京外大）
・飲み物、携帯電話ゾーン指定（法政大）
・学部生の貸出冊数の増加（創価大）
・卒業生で未返却図書がある場合は、学位記授与保留制度が適用（創価大）
・利用対象者拡張（創価大）
・卒業対象者で、進学者等については特例貸出制度を適用（創価大）
・希望図書を受けやすくした（創価大）
・申請手続きをペーパーレス（創価大）
・授業の終了時間等を考慮し、貸出受付時間を延長（桐朋学園大）
・利用を促進する目的で、借りた図書資料の点数によって貸出点数と期間がステップアップする新しい制度導入（桐朋学園大）
・定期試験前、試験中の開館時間延長（日本獣医生命科学大）
・貸出延長回数の増（武蔵野大）
（６）所蔵資料の収集方法や提供方法で改善したこと
・シラバス掲載資料については入手可能なものについては収集することにした(電気通信大・杏林大)
・雑誌の電子ジャーナルへの切り換え（東京農工大・ICU・和光大・日本獣医生命科学大）
・eBook電子ブックの導入（東京農工大）
・語学関連資料・資格関連資料の充実（電気通信大・創価大）
・選書の際「これから出る本」などの目録を各学科の先生方に参考資料として渡すようにした（電気通信大）
・図書館員による新刊書の選書（ICU）
・紛失本、予約多数本の補充（ICU）
・選書を開始（東京女子大・学芸大）
・新着コーナーの展示の工夫に並べる際、本の帯などを再利用してポップを作成(電気通信大・東京純心女子大)
・映像配信サービス及び楽曲配信サービスの提供（国立音大）
・貴重書目録を公開（国立音大）
・「童謡・唱歌索引」を公開（国立音大）
・電子ジャーナルリンク集を公開（国立音大）
・「推薦図書検索」を公開：担当教員名、科目名による検索が可能（国立音大）
・楽曲配信視聴用（PC）にオーディオボードを設置（国立音大）
・目録画面に目次を入力、研究論集（目次、本文）のCiNiiへの登録（嘉悦大）
・リクエストを多く募り、所蔵に特段の問題がなければ、全て認めている。（雑誌を除く）（ルーテル学院大）
・1・２年次必修の資料を書庫外の専用書架に配置し、書庫が閉まっている時間帯でも自由に利用できるようにした（津田塾大）
・OPACへの遡及登録の促進（東京外大）
・閉架資料の一部を開架に移動（東京外大）
・企画展示資料紹介を定期的に取り組んだ（和光大）
・新書・旅行ガイド・キャリアサポートコーナーの設置（和光大）
・新着図書の展示（法政大・亜細亜大・東京家政学院大）
・書評掲載図書の収集（法政大）
・電子ジャーナルブックの更新作業を月1回にした（創価大）
・データベースを充実（創価大）
・1990年以降の学術書・教養書を精査し、原則として購入した（創価大）
・視聴覚資料DVDは、教養レベルのもの全点購入した（創価大）
・歴代学長著書コーナー、学生の選書コーナーなどの設置（多摩大）
（７）資料入手の利便性を高めた施策
・購入希望制度を明文化し、基礎ゼミ（新入生オリエンテーション）時にも説明（国立音大）
・選書ツアーの実施、青空文庫、電子ジャーナルのOPACへの反映、法人クレジットカードの利用開始（嘉悦大）
・図書館購入の外国雑誌については90％以上をOnline Journalにした(電気通信大)
・学生からもMyLibraryを通しての発注を可能にした（ICU）
・文献複写、ILLをMyLibraryから注文を可能にした（ICU・和光大・杏林大）
・SFXの導入によりオンライン上の文献の入手を可能に（ICU）
・TACによる連携（TAC間の相互貸借、個別登録）（ICU）
・外語大学との提携（学生が利用者として相互に登録可能）（ICU）
・VPNサービスの開始（東京女子大）
・文献複写の料金携帯を変更し、端数を図書館が負担知ることにより、支払を簡易にしている。（ルーテル学院大）
・院生の相互貸借の実費負担軽減（東京外大）
・機関リポジトリの構築、公開（東京外大）
・所蔵冊数が0冊の場合、図書購入依頼等へのナビゲート（創価大）
・当日返却図書の取り出しレシート出力など、原則IT化した（創価大）
・データベース、リンク集のサイト画面を高度化した（創価大）
・全学読書運動の感想文をOPACにリンさせた（創価大）
・新着資料の内容やコーナーを工夫（桐朋学園大）
・Web-OPACに加えてモバイルOPACでも館外から資料申込可能にした（桐朋学園大）
・図書館ポータルを利用したＩＬＬ申込みの開始（武蔵野大）
（８）学生との意見交換の場
・全ての投書の回答を図書館入口ブラウジングルームに掲示（国立音大）
・常時メールで、問題、苦情、提供の受付（ICU）
・学生協働サポート体制の学生アシスタントのミーティング（東京女子大）
・選書ツアー、資料紹介、国立国会図書館見学などの取り組み（和光大）
・院生の懇談会の出席からの直接学生からの意見を交換している。）（ルーテル学院大）
・直接対応する場は設けていないが、大学側の評価活動がおこなわれる際に図書館に関する項目がフィードバックされる（東京外大）
・ライブラリーサポーターや院生との懇談（法政大）
・アンケートの原則年1回の実施（創価大）
・学部生、院生の二つのグループとの学生図書委員会の開催（創価大）
・全学読書運動を推進するSoka Reading Projectとの定期的意見交換（創価大）
・不定期に館長と医学生の懇談会を実施（杏林大）
・意見交換ではないが、図書館サポーターによる選書を開始し、学生の意見を取り入れた（多摩大）
・OPACメイトとして図書館への要望や改善すべき点について意見を提出（桐朋学園大）
・図書館独自には設けていないが、全学で実施する対学生アンケートの図書館についての意見・要望がフィードバックされる（津田塾大）
・学生アルバイトとの意見交換の場（津田塾大）
（９）図書館内の施設・設備で改善した点
・自由閲覧室の改修（机や椅子リニューアル）（国立音大・電気通信大・和光大・桐朋学園大）
・多様なスペースを設け、そのすべてにおいてPC環境を整備（東京女子大・桐朋学園大）
・耐震工事（ICU）
・利用者用パソコンの更新（ICU・亜細亜大）
・館内のサインの見直し（電気通信大）
・視聴覚室を防音壁にした（電気通信大）
・多人数用の閲覧席がある閲覧室の防音効果を高めた（電気通信大）
・無線LAN設置（自由閲覧室のみ）（国立音大）
・新たにコーナー設置（女子学生・研究者のためのキャリアパス支援に関する図書の提供）（東京農工大）
・リアパス支援に関する図書の提供（東京農工大）
・データベース端末の更新（東京農工大）
・資料の並べ方の工夫（東京純心女子大）
・マルチPCの導入（24台）（駒沢女子大）
・電動書架（洋書）の導入（駒澤女子大）
・ラウンジ機能の充実・改修、イートインコーナーの設置（和光大・東京外大・創価大・多摩大）
・館内貸出用ノートPCを用意（和光大）
・閉館時ブックポストの設置（東京外大）
・視聴覚機材を全面リニューアル（創価大）
・全室自動ドアに（創価大）
・全室にコピー機を導入（創価大）
・ガイダンスルーム設置（創価大）
・座席増加や床面積の拡張、AVブース増設やPC入替、ブラウジングルームの整備（杏林大）
・グループ学習室として利用可能なセミナールームの設置（多摩大）
・図書館を新設（日本獣医生命科学大生命科学大）
・書庫5階を改修した際に、書架の増設に加えて閲覧席も増設した（津田塾大）
・ＰＣやオーディオ機器の更新、館内貸出用のノートＰＣ2台から5台の増加（東京家政学院大）
・天井・床・書架の改修、バックナンバーセンターの設置（学芸大）
（１０）ホームページの改善
・図書館の携帯電話用サイトの公開（国立音大・和光大）
・図書館刊行物の内容をPDFファイルにて公開（国立音大）
・MyLibraryの公開（和光大）
・OPAC画面に電子ジャーナルとeBookのリンクボタンをつけ、わかりやすくした（東京農工大）
・わかりやすい、親しみやすいをコンセプトにリニューアル（電気通信大・東京外大）
・ナビゲーション機能の強化（東京女子大）
・体制にかかわる種々の情報をタイムリーに発信（東京女子大）
・基本的な情報は、最初のページに掲載するように一覧性を重視している（ICU）
・FAQの公開（東京外大）
・検索機能やテロップ機能をつけ、コンテンツを大幅に増やし、カレンダーアップ処理を迅速化し、デザインにもこだわった（創価大）
・学内のＨＰとのフォーマットの統一（杏林大）
・利用者が学外からも見られる（桐朋学園大）
・新ホームページの開設予定（津田塾大）
・新着資料リスト・雑誌記事速報の提供（武蔵野大）
（１１）効果的な広報の改善
・掲示板スタンド（移動可能：キャスター付）の設置、掲示スペースの拡大（国立音大・和光大）
・図書館カレンダーの配布（電気通信大・杏林大）
・利用案内の内容を再検討（電気通信大）
・学生アシスタントたちが、広告塔となってくれている（東京女子大）
・ネットでの情報検索のアドバイスなどを掲載した図書館便りの発行（ルーテル学院大）
・図書館からのお知らせのRSS配信対応（東京外大）
・ホームページでのニュース提供（法政大）
・メルマガ配信（現在は教職員のみ）（亜細亜大）
・情報パネルによる広報（創価大・杏林大）
・フロアマットによる広報（本年3月予定）（創価大）
・学生ポータルによる広報（創価大）
・アンケートシステムによる広報（創価大）
・総合案内板やサインの大幅な見直し（創価大）
・広報担当チームを組みキャンペーンを実施（桐朋学園大）
・ポスターやチラシのイラストや色を工夫（桐朋学園大）
・ホームページ上で図書の紹介（日本獣医生命科学大生命科学大）
・大学生協機関紙への広報記事の掲載（学芸大）
・音楽専攻学生の発表の場として、図書館内でのコンサートの実施（学芸大）
・学生と共催して展示会の開催（学芸大）
（１２）効果的なガイダンスやセミナーの開催の改善
・教員によるクラス別・ゼミ別申込制ガイダンスの内容の見本（データベース検索、雑誌・論文記事検索、OPAC資料検索の例など）を教員控室に設置（国立音大）
・非常勤講師を含む全授業担当者へ図書館におけるガイダンスの周知をはかり、それぞれのニーズに応えられるようにしている。（東京女子大）
・授業、ゼミなどでのガイダンス実施の強化（和光大）
・ガイダンスをバイキング方式で受けられるように変更。ポイントラリーで、集めたポイント数に応じてグッズ贈呈（和光大）
・テーマ別ガイダンスの実施（復活）（国立音大・ICU）
・新入生向け図書館ツアーの実施(電気通信大)
・先生からの依頼があれば、出張で情報検索のアドバイスを行っている。（ルーテル学院大）
・ガイダンス専用webページの作成とレジュメの公開（東京外大）
・図書館主催講演会（法政大）
・ライティングセミナー（法政大）
・全学部、教員と連携し、入学時のガイダンスを組み込む（亜細亜大）
・新任教職員向けガイダンスの実施（亜細亜大・創価大）
・新入生ガイダンスをレポート作成に特化した（創価大）
・入庫講習会の開催頻度の増加（創価大）
・データベースガイダンス（創価大）
・卒論、修論ガイダンス（創価大）
・オリエンテーリング方式の導入（杏林大）
・3・4年生向けのゼミ単位のガイダンスのほか、1年生向けのガイダンスを授業の時間をもらって行うようになった（東京家政学院大）
・各種講習会・授業支援（一年次必修科目での）の実施方法の改善（学芸大）
・学内他部局（キャリア支援担当部門局）開催の講座で図書館職員が講師になったこと（学芸大）
・高校生・大学生を対象としたカリキュラム作成、実施（桐朋学園大）
・資料の探し方、参考文献、引用文献の注記の仕方を紹介するレポート・ガイダンスを実施（桐朋学園大）
・学年・学科別にカスタマイズしたガイダンスや、教員向けデータベースガイダンスの実施（武蔵野大）
（１３）今後の改善プランがあればご記入ください。
・OPACオンラインサービスの拡充（東京外大）
・ノートパソコンの貸出(電気通信大)
・自動貸出機の増加（電気通信大）
・学内ネットワークと連携してIDとパスワードをシングルサインオン化(電気通信大)
・開館時間の延長（ICU・創価大）
・図書館システムの改修（国立音大）
・無線ヘッドフォンシステムの導入（2010年度導入予定）（国立音大）
・複合機能を備えた端末の設置（OPAC機能+オンラインデータベース+楽曲配信サービス+Office2007、DVD対応など）（2010年度導入予定）【国立音大・】
・学内LAN設置に伴い、督促状および予約状等、諸連絡方法の変更（ハガキ　⇒　メール）（2010年度内に変更予定）【国立音大】
・ホームページの改修【国立音大・】（東京農工大・創価大）
・メールアドレスの変更を利用者自ら行えるよう設定(電気通信大)
・OPAC検索でアマゾンの表紙画像を見られるように設定(電気通信大)
・より気軽に図書館に足を運んでもらえるような、雰囲気やイベントをつくっていきたい（ルーテル学院大）
・学習アドバイザーやライティングセミナーの拡充を計画（法政大）
・貸出冊数を増やす（亜細亜大）
・貸出延長をwebで行えるようにする（亜細亜大）
・館内の大幅な改装、レイアウト変更（亜細亜大）
・磁気カード（学生証）とICカード（SUICA等）の併用（亜細亜大）
・閲覧サービスのアウトソーシング（創価大）
・ワールドランゲージセンターの図書館統合（創価大）
・授業連携のさらなる推進（創価大）
・広報や掲示、配布物のセンスアップ（創価大）
・専攻別ガイダンス予定（桐朋学園大）
・貸出点数・期間の増加・延長に加えグッズとの交換を検討中（桐朋学園大）
・図書の書き込みを消し、CD研磨、資料修復活動の参加、図書館資料紹介の原稿執筆のポイント加点を対象とすることを検討中（桐朋学園大）
・予約システムの稼働、館内ディスプレイや配架の見直しなど（東京家政学院大）
・カウンター体制再検討（学芸大）
・学生との協働（学芸大）
（１４）他の加盟館に質問したい点があればご記入ください。
・利用者本人の貸出履歴情報提供の方法、経緯、サービス開始にあたって整備した規程類があれば知りたい（東京外大）
・効果的な広報のコンテンツをつくるためのソフトがあれば知りたい（創価大）
・事務の効率化をはかるためのソフトがあれば知りたい（創価大）
・図書館業務の事務機器や文房具で効果的に利用しているものがあれば教えてほしい（創価大）
・日祝や夏季休暇期間など閉館されている図書館では学生からの開館要望は出ていないのか。開館に問題ある場合の理由は（杏林大）
・他の図書館では、一般雑誌（ファッション誌、情報誌他）や話題の映画のＤＶＤや写真集などを所蔵されているところもあると伺うが、実際利用者増にどの程度貢献しているのか。その資料の利用頻度は（杏林大）
・飲食可の図書館があれば、（ミネラルウオ－タ－除く）現状と、利用者増への影響はあったか（杏林大）
・MyLibraryの機能（杏林大）


